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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 増永　洋祐

福岡県バスケットボール協会

全九州大会準決勝、福岡県１位福岡第一対宮崎県１位延岡学園の対戦、福岡第一のスターティングメンバ―は、
＃８、＃１３、＃４６、＃５４、＃６０、延岡学園のスターティングメンバ―は、＃７、＃９、＃１１、＃１５、＃１８で試合
開始。第１Q、福岡第一は厳しいディフェンスから相手のミスを誘い、スピードのある速攻を繰り出して主導権を握
る。対する延岡学園は＃１５のゴール下、＃１１の３ポイントで追いすがる。第１Ｑ後半、福岡第一＃６０のフリース
ローを含む連続得点でリードを広げ２１－１３で第１Ｑ終了。第２Q、延岡学園は＃１１のドライブなどで果敢に攻め
るが、福岡第一の好ディフェンスに阻まれ得点に結びつかない。福岡第一はそれを早い展開で着実に得点につな
げる。第２Ｑ後半、途中交代で出場した延岡学園＃５がゴール下で奮闘し４得点。＃１１も速攻のランニングシュー
トを決め喰らいつく。しかし、福岡第一がハイピックからのオフェンス、速攻をきっちりと決め４７－２５で前半終了。
第3Q、まずは福岡第一が＃６０のゴール下で先制。延岡学園は福岡第一の激しいインサイドの攻撃をしのぎなが
ら＃１５のシュート、＃８の３ポイントで応戦。第３Ｑ後半、延岡学園はオールコートのマンツーマンをしかけプレッ
シャーをかけるが、福岡第一は落ち着いたプレーを展開。＃１３、＃３１、＃５９が３ポイントを決め引き離しにかか
る。第３Ｑは７１－３６と福岡第一が大きくリードして終了。第4Q開始直後、延岡学園は厳しいディフェンスから流れ
をつかみ、＃４、＃７、＃１５の３人でで４連続得点。ディフェンスにも力が入り最後まで諦めない姿勢を見せる。対
する福岡第一は鋭いドライブでファウルを誘い、フリースロー等で着実に得点を積み重ねていく。最後は７９－５４で
試合終了。福岡第一が安定した試合運びで決勝進出を果たした。

15 合　　　　計 56 3 17 13 17合　　　　計 79 7 22 14

楠元　龍水コーチ 井手口　孝 コーチ
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福岡第一 79
2nd

56 延岡学園
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第２副審 樋口 俊司

主審 原田　拓朗

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月24日

第1副審 岩尾 圭治

(日) 10:30

コート Aコート 第2試合

カテゴリー 男子 準決勝
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